
次期 総合戦略

４ みんなで創る魅力的なライフタウンの創生「住んで
よしのやわたチャレンジプロジェクト」

（１）「日本一魅力的なスローライフタウン」への
チャレンジ
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＜基本的方向＞
○八幡には豊かな自然や魅力的な歴史・文化など、暮らしに潤いをもたらす資源が

たくさんありますが、それらの磨き上げや情報発信は十分ではありません。人口減少
社会を見据え、20代を中心とした若い世代の移住・定住を促進していくためには、こ
れまでの「生活都市」から脱却し、デジタルの力を取り入れながら、市内の仕事の場
の創出や暮らしを楽しめる場の整備など、より安心・安全で多機能な力を有した、生
活に潤いをもたらすまちへの転換が必要となっています。今後、若者から高齢者まで、
外国人を含めた市民一人ひとりが地域や身のまわりの課題の解決に向けて何ができる
かを考え、行政や地域団体など様々な組織や人と連携しながら、「みんなで創る」持
続可能なまちづくりを推進するとともに、その中心となる担い手の育成に取り組みま
す。。

八幡市は大阪、京都という大都市の間に位置しな
がらも、豊かな自然を有するまちです。また、新名
神高速道路全線開通や北陸新幹線京都・新大阪間の
ルート決定の動向などにより、そのポテンシャルが
さらに高まることが見込まれています。今後は、こ
の状況を好機と捉え、デジタルの力を活用し、 「仕
事の場」や「暮らしを楽しめる場」など多機能な力
を有するまちへの転換を図るなど、日本一魅力的な
スローライフタウンをめざし、八幡に住みたい・暮
らし続けたいと思う人を増やす取組にチャレンジし
ます。

施策体系及び貼り付
け事業については、
次ページのとおり
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次期 総合戦略第５次総合計画

第１章第２節 協働による地域づくり

第４章第１節 シビックプライドの醸成

①文化芸術活動の振興

○市民が文化芸術に接し交流する機会の拡充

○市民による文化芸術活動の促進

○文化財の保存及び活用

第５章第１節 活力の担い手育成

①商工業の振興

○就業支援

②農業の振興

○地産地消の推進

第６章第３節 持続可能な暮らしの基盤づくり

①生活都市としての魅力の向上

○居住地としての八幡市の魅力発信

○男山地域の再生

４ みんなで創る魅力的なライフタウンの創生「住んでよしのやわたチャレンジ
プロジェクト」

（１）「日本一魅力的なスローライフタウン」へのチャレ
ンジ【つづき】

③豊かな自然・歴史との触れ合い

○自然と触れ合うきっかけづくり

○自然景観の保全

④新たな担い手による地域づくり

○生涯学習の推進

④ やわたへの愛着と誇りの醸成
●生涯学習を通じたシビックプライドの創生
・生涯学習センター管理運営、・生涯学習推進、・公民館
管理運営、・公民館講座運営、・市民図書館の運営、・自
動車文庫の運行 等
●文化芸術活動を通じたシビックプライドの創生
・徒然草エッセイ大賞、・文化センター管理運営、・松花
堂庭園管理運営 等
●市民による文化芸術活動の促進
・八幡市・八幡浜市中学生交流事業【再掲】、・郷土史会
活動助成、・ずいきみこし保存会活動助成、・八幡市民文
化祭開催、・音の祭典inYAWATA開催、・文化協会活動助
成 等
●文化財の保存・活用を通じたシビックプライドの創生
・文化財の保存・活用、・美術工芸品調査、・古文書調
査、・八角堂内期間限定公開【再掲】、・ふるさと学習館
管理運営【再掲】、・文化財講座等開催【再掲】 等

③ 自然と調和したまちの魅力の創出
●自然との触れ合いによる魅力の再発見
・花のまちづくり推進事業、・スマート・エコ祭開催、
・就学前環境教育推進事業、・農産物収穫体験事業、
・市民農園管理運営 等
●環境にやさしい取組の推進
・第3次八幡市環境基本計画推進、・脱炭素、・市民総参
加による市内美化活動、・３Rの推進 等
●地産地消の推進
・安全・安心でおいしいお米生産事業助成、・農産物品評
会開催、・地元産米給食利用促進補助金、・地元産味噌給
食利用促進補助金 等
●人の流れをつくる基盤の整備【再掲】
・新名神高速道路整備事業＜NEXCO＞、・市営駐車場管理
運営、・市道科手土井線整備事業、・地域公共交通会議設
置、・バス交通対策事業 等
●居住地としての八幡市の魅力発信
・八幡市住生活基本計画推進、・八幡市都市計画マスター
プラン推進 等

② 男山地域の再生
・男山地域再生基本計画推進、・だんだんテラス運営支援
・地域コーディネート配置、・男山やってみよう会議活動
支援 等

第５章第２節 活力の基盤整備

①企業立地の推進

○企業の進出可能な土地の確保

○農地の保全

○企業誘致の推進

① 環境と調和したしごとの創出
●環境と調和したしごとの創出
・八幡市都市計画マスタープラン推進【再掲】、・立地適
正化計画策定・推進、・八幡市農業振興地域整備計画推
進、・生産緑地法の運用、・京都府市町村企業誘致推進連
絡会議、・工業団地の効率的な利用促進、・地域未来投資
促進法
●自然景観の保全
・農業の有する多面的機能促進事業、・みどりの約束、
・森林・山村多面的機能発揮対策事業費助成 等
●就業支援
・個別就職相談会、・八幡市就職面接会、・就職困難者就
労対策事業 等
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第１章
ともに支え合う「共生のまち やわた」

第４章
自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち
やわた」

第５章
しなやかに発展する「活力のまちやわた」

第６章
持続可能な「安心・安全のまち やわた」

②人・物の流れをつくる基盤の整備

○新名神高速道路（八幡京田辺～高槻間）の整備促進

○市内幹線道路の整備

○交流拠点の整備

○持続可能な公共交通の構築

第６章第１節 環境と発展の調和

①環境にやさしい暮らしの創出

②資源の循環利用

〇安心で快適に住み続けられる、美しい八幡づくり

〇みんなで取り組む環境活動

〇ごみの減量と再使用（２Ｒ）の推進

〇資源の適切な循環利用と適正処理の推進

〇脱炭素社会に向けた取組

〇人と自然との共生



次期 総合戦略第５次総合計画

第６章第３節 持続可能な暮らしの基盤づくり

①生活都市としての魅力の向上

○火災予防

○空き家の適正な管理と活用

４ みんなで創る魅力的なライフタウンの創生「住んでよしのやわたチャレンジ
プロジェクト」（続き１）

（１）「日本一魅力的なスローライフタウン」へのチャレ
ンジ【つづき】

⑥ 自然と調和したまちの魅力の創出
●自然との触れ合いによる魅力の再発見
・花のまちづくり推進事業、・スマート・エコ祭開催、
・就学前環境教育推進事業、・農産物収穫体験事業、
・市民農園管理運営 等
●環境にやさしい取組の推進
・第3次八幡市環境基本計画推進、・脱炭素、・市民総参
加による市内美化活動、・３Rの推進 等
●地産地消の推進
・安全・安心でおいしいお米生産事業助成、・農産物品評
会開催、・地元産米給食利用促進補助金、・地元産味噌給
食利用促進補助金 等
●人の流れをつくる基盤の整備【再掲】
・新名神高速道路整備事業＜NEXCO＞、・市営駐車場管理
運営、・市道科手土井線整備事業、・地域公共交通会議設
置、・バス交通対策事業 等
●居住地としての八幡市の魅力発信
・八幡市住生活基本計画推進、・八幡市都市計画マスター
プラン推進 等

⑤ 持続可能な安心・安全のまちの構築
●防犯・交通安全対策
・八幡市都市計画マスタープラン推進【再掲】、・立地適
正化計画策定・推進、・八幡市農業振興地域整備計画推
進、・生産緑地法の運用、・京都府市町村企業誘致推進連
絡会議、・工業団地の効率的な利用促進、・地域未来投資
促進法
●緊急時の対応
・農業の有する多面的機能促進事業、・みどりの約束、
・森林・山村多面的機能発揮対策事業費助成 等
●既存ストック
・個別就職相談会、・八幡市就職面接会、・就職困難者就
労対策事業 等
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第６章
持続可能な「安心・安全のまち やわた」

第６章第２節 安心・安全

①地域ぐるみでの防犯・交通安全対策の推進

③火災予防・消防活動の推進

〇交通事故の発生しにくいまちづくり

〇危機管理体制の強化

〇自助・共助による防災・減災

〇災害に強いまちづくり

〇犯罪の発生しにくいまちづくり

〇詐欺被害や消費者トラブルの防止

②自助・共助・公助による防災・減災対策の推進

○公営住宅の適正管理

○快適な道路の整備

○上下水道事業の健全な経営

○公共施設の適正管理

○歳入の確保

○効果的・効率的な行政サービスの提供

○市の魅力と情報発信の充実

○消防力の強化

②公共施設の適正管理とインフラ施設の更新・耐
震化・長寿命化

③新たな需要に応える効果的で効率的な行政サー
ビスの提供

①健全で持続可能な財政経営

○個人情報保護と情報セキュリティ

第６章第４節 戦略的な行財政経営



次期 総合戦略第５次総合計画

③障がいのあるなしにかかわらず地域で安心して
暮らせる社会の推進

○自立・参加支援体制の充実

○障がいのある人が安心して暮らせるまちづくり

第１章第１節 共に生きる社会

④地域の絆と支え合いによる共生社会の推進

○地域福祉推進体制の充実

第１章第２節 協働による地域づくり

①コミュニティ活動による地域づくりの推進

○地域コミュニティ活動の充実

○地域コミュニティ活動の基盤整備

○多様なコミュニティ組織による地域づくり

①人権・平和の尊重

○外国人との共生社会の構築

②男女共同参画の推進

○男女の人権の保護

○男女共同参画の推進

（２）「人と人が支え合う暮らしの絆づくり」へのチャ
レンジ

② 多様な人々が互いに支え合い安心して暮らせる共生社
会の推進
●互いに支え合う共生社会の推進
・人権交流センター管理運営、・人権相談、・人権文化セ
ミナー、人権啓発推進事業助成、人権教育学習講座、・日
本語教室の開催支援（公民館）、・多文化共生に向けた理
解促進・啓発、・外国語自動翻訳機設置、・女性相談、・
男女共同参画リーダー養成講座、・男女共同参画社会啓発
講座、・男女共同参画社会を目指す啓発冊子等配布
等
●自立・参加支援体制の充実
・ハートフル・フラワー事業
・手をつなぐ親の会活動助成
・障がい者行事参加支援事業
・身体障害者団体連合会活動助成 等
●障がいのある人が安心して暮らせるまちづくり
・自動火災警報器設置等事業
・障害者差別解消法研修
・地域共生社会実現サポート事業
・「談活」プロジェクト【再掲】

等
●地域福祉推進体制の充実
・「談活」プロジェクト【再掲】
・社会福祉協議会福祉事業助成
・福祉委員活動助成
・民生児童委員協議会活動助成

等

① コミュニティ活動による地域づくりの推進
●地域コミュニティ活動の充実
・自治振興助成
・コミュニティ助成
・自治会活動保険加入料助成 等
●地域コミュニティ活動の基盤整備
・コミュニティ施設設備整備事業助成
・自治会広報板設置等助成
・自治会活動室管理運営 等
●多様なコミュニティ組織による地域づくり
・自治連合会活動事業助成【再掲】
・「談活」プロジェクト【再掲】
・地域学校協働活動推進事業【再掲】 等
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４ みんなで創る魅力的なライフタウンの創生「住んでよしのやわたチャレンジ
プロジェクト」（続き２）

第１章
ともに支え合う「共生のまち やわた」

人と人が支え合う絆のある豊かな暮らしづくりに向
けて、地域コミュニティの活性化や市民参画・協働の
取組を進めます。また、価値観や家族形態・就業形態
の変化などライフスタイルの多様化や地域に暮らす外
国人の増加などの社会情勢の変化に対応するため、互
いに支え合いながら自ら活躍できる「地域共生社会」
の実現にチャレンジします。○人権に関する教育・啓発活動の充実

○人権尊重に向けた相談体制の充実



第１章第２節 協働による地域づくり

②新たな担い手による地域づくり

○地域づくりの担い手の育成・拡充

○生涯学習の推進

第５章第１節 活力の担い手育成

①商工業の振興

○商工業の振興

○八幡発の創業の推進

②農業の振興

○担い手の育成・強化

○生産基盤の強化

（３）やわたEDISONチャレンジ！

① 商工業の振興
・商工会活動助成
・商工業活性化事業【再掲】
・融資保証料補給
・融資利子補給
・やわたブランド創造事業【再掲】

等

③ 農業の担い手の育成・強化
・地域担い手育成総合支援協議会事業助成
・地域農業担い手認定者支援事業助成
・農業青年クラブ活動助成
・スマート農業実装チャレンジ事業
・アグリチャレンジング支援事業

等

⑤ まちづくりの担い手の育成
・市民協働活動センター管理運営
・市民協働活動事業助成
・生涯学習推進（生涯学習センター・公民館・コミュニ
ティセンター登録サークルの活用）

等

② 八幡発の創業の推進
・ワンストップ相談窓口設置
・融資保証料補給（開業・経営承継支援資金）
・融資利子補給（新創業融資制度）
・商工業活性化事業

等

④ 生産基盤の強化
・農業用施設改修等助成
・排水事業負担軽減事業
・有害鳥獣駆除事業
・農地の利用集積推進
・環境にやさしい野菜づくり事業

等
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４ みんなで創る魅力的なライフタウンの創生「住んでよしのやわたチャレンジ
プロジェクト」（続き３）

次期 総合戦略第５次総合計画

第１章
ともに支え合う「共生のまち やわた」

第５章
しなやかに発展する「活力のまちやわた」

発明家トーマス・エジソンは、電灯の発明の際に、八
幡の竹をフィラメントに使用したとされています。エジ
ソンのようなチャレンジ精神に溢れた起業家やまちづく
りの担い手の輩出を目指し、「やわたEDISONチャレン
ジ」の名称のもと、八幡発の担い手の発掘・育成等を図
ります。


